<特集 : 研究生活を振り返って>関西学院大学での38年 by 田淵 結 & Musubi Tabuchi
<特集 : 研究生活を振り返って>関西学院大学での
38年
著者 田淵 結
雑誌名 教育学論究
号 10
ページ vi-vii
発行年 2018-12-15
URL http://hdl.handle.net/10236/00027469
氏 名 田淵 結（たぶち むすび）
最終学歴 Department of Biblical Studies, Kingʼs College,
London University
主な職歴 日本基督教団神戸丸山教会主任担任教師、
同付属丸山小羊幼稚園園長
関西学院大学文学部宗教主事
（助手・専任講師・助教授・教授歴任）の後
関西学院大学教育学部宗教主事（教授）
関西学院大学文学研究科指導教授（前期・後期）
関西学院大学宗教主事。関西学院宗教総主事、院長
関西学院高中部長、初等部長、千里国際キャンパス統轄
専門分野 旧約聖書学（申命記的歴史作品）
関西学院史研究
ウィリアム・メレル・ヴォーリズ研究
主な著書・論文等
「列王記」『聖書略解』（日本基督教団出版局）
「イスラエル王国成立に関する考察」①〜④
関西学院大学『神学論及』。『キリスト教学研究』ほか
「旧約釈義 列王記」『聖書と教会』、（日本基督教団出版局）
「八幡のアメリカ人」『湖畔の声』（湖声社）
「ヴォーリズの祈りのかたち」
「関西学院とヴォーリズ」『関西学院史紀要』 など
vi
vii
関西学院大学での38年
田 淵 結
編集の先生方からのご依頼は「私の研究生活」を
振り返ることであったが、そのご希望にはお応えす
ることができそうにない。かつてある学生から「先
生は研究者ですか？」と質問をされたことがあっ
た。思わず、痛いところをつかれたと実感させられ
たが、私は結局深い専門的研究などに携わることも
ないままに、38年の「大学」教員生活を終わろうと
している。したがって以下はなぜそうなったかの
「言い訳」に過ぎないが、そんなひとりを教員とし
ておいていてくださった関西学院大学、教育学部に
何よりも感謝を覚えざるを得ない。
ひとつめの理由は、私の担当科目が「キリスト教
学」であったということが大きい。関西学院大学初
年時の必修科目として、全員の学生を対象としての
講義を行うとき、私の専門的研究対象であった「旧
約聖書学」「申命記的歴史作品研究」などを語るこ
とはほとんどできない。むしろ、なぜ「こんな科目」
を履修しなければならないかなどというアポロギア
から始まり、年間で聖書全体の主張、キリスト教
についての基礎知識を、生まれて初めてキリスト教
に触れると思い込んでいる学生たち、と同時に中
学・高校からキリスト教学校で学んできた学生たち
も一緒に講義をすること、その経験は実は、私自身
本来の専門性以上に、「その状況でいかに講義を展
開するか」ということについて非常に実践的な学び
をさせられ、その意味での成果は大きかったように
思われる。第二の理由は、宗教主事という役割を与
えられたことである。チャペル（礼拝）は、授業と
はまったく異なるメッセージ性が求められており、
文学部時代には、その出席は学生諸君の主体性に委
ねていたため、本当に限られた数の学生諸君のため
のプログラムとなってしまっていた。教育学部では
やはり大学・学部の主催する活動として、学生諸君
の参加への強制力を働かせると、結局キリスト教学
受講生のみの出席ということになり、学部全体に対
しての宗教主事としての責任を十二分に果たせない
ままで終わってしまった。第三は、学内行政・諸活
動とのかかわりである。宗教主事という役割から関
西学院着任早々から、全学的キリスト教活動への参
画、学生寄宿舎舎監、宗教総部など学生活動の顧問、
インドネシア交流セミナー引率、さらに大学執行
部、法人執行部、それらの中での危機対応（阪神淡
路大震災からのボランティア活動支援、広島折鶴放
火事件など）、大学・学院の国内外連携のための働
き（キリスト教学校教育同盟、アジアキリスト教学
校連盟、世界メソジスト関係学校会議）など、文字
通り次から次へといろんなことにかかわり続けてい
るうちに今となってしまった。新設学部の開設、初
等部の設置、二度の法人合併などもまた大きな出来
事でありそれに追いまくられてしまった。そして最
後の言い訳は、私の大学入学以来の「研究環境」の
激変であろうか。1969年関西学院大学文学部入学
は、学生紛争の最盛期、機動隊に守られての入試で
あった。1973年神学部入学の際は、日本基督教団を
めぐる紛争のさなか、それらの紛争世代を通じて厳
しく問われたのが、従来までの大家といわれる権威
ある諸学者の学説への徹底的批判であった。旧約学
的にいうと、それまで「定説」としてそれを学び続
けていたフォン･ラート、マルチン･ノートらの研究
の妥当性が問われ、その否定のなかで大きな学問的
方向性が混沌とするなかで修士・博士課程を過ごす
ことになる。ロンドン留学中に「君は何がしたいん
だ？」と指導教授から問われたことは忘れられな
い。
そんなことでつい「研究」を避け続けてきたので
あるが、そんななかで、強く意識しないままにしか
しこれに取り組んできたという課題に今改めて気づ
かされている。つまりキリスト教主義学校での教育
のあり方についてであり、そのことについて私なり
のひとつの考え方が出来上がってきたように思われ
る。関西学院大学での38年の教員生活の最後に、教
育学部に加えていただけたからこそ、みずからのこ
れまでの歩みの意味に気づかされたことを心から感
謝したい。
